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平
成
2₉
年
新
春
書
き
ぞ
め
大
会

　

１
月
５
日（
木
）、
湯
川
村
公
民
館

に
お
い
て
村
内
小
中
学
校
の
児
童
、

生
徒
が
参
加
し
新
春
書
き
ぞ
め
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
43
名
と
多
く
の
皆
さ
ん
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
村
書
道
会
の

方
々
の
指
導
の
も
と
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
選
作
品
は
２
月
10
日
ま

で
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
あ
り

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

入
選
者
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
金
賞

　

鈴
木　

美
緒
・
古
川　

悟
也

　

大
場　

あ
ゆ
・
古
川　

紗
江

　

福
地　

春
蕗
・
小
林　
　

希

○
銀
賞

　

福
地　

礼
束
・
鈴
木　

優
花

　

吉
田　

拓
真
・
五
十
嵐　

麗

　

谷
ケ
城　

奏
・
坂
内　

由
依

　

谷
ケ
城　

昴
・
高
橋　
　

希

　

坂
内　

謙
介
・
羽
染　

太
陽

○
銅
賞

　

小
林　

由
奈
・
渡
部　

優
斗

　

赤
井　

小
梅
・
佐
藤　

慧
大

　

角
田　

美
波
・
馬
場　

光
佑

　

村
澤　

奏
多
・
小
沢　

み
ゆ

　

片
桐
・
萌
寧
・
柏
木　

陽
登

　

鈴
木　

夢
花
・
村
澤　

澪
月

　

兼
子　

奈
緒
・
高
畑　

賢
慎

　

佐
藤　

結
月
・
馬
場　

夏
蓮

　

神
田　

光
惺
・
吉
田　

和
真

　

平
成
29
年
の
門
出
を
祝
う
、
正
月

恒
例
の
『
湯
川
村
新
春
の
つ
ど
い
』

が
、
１
月
４
日（
水
）午
前
10
時
30
分

か
ら
村
公
民
館
に
お
い
て
、
100
名
の

方
々
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
行
い
ま

し
た
。

　

今
年
も
女
声
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「
コ
ー
ラ
ス
ひ
ま
わ
り
」
の
皆
さ
ま

と
、
参
加
者
か
ら
の
男
声
パ
ー
ト
が

加
わ
っ
た
混
声
合
唱
に
よ
る
村
民
歌

及
び
応
援
歌
が
斉
唱
さ
れ
、
盛
大
に

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

式
に
お
い
て
は
、
三
澤
豊
隆
村
長

か
ら
年
頭
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

各
界
を
代
表
し
て
、
小
野
澄
雄
議
会

議
長
、
会
津
よ
つ
ば
農
協　

長
谷
川

正
市
代
表
理
事
専
務
、
鈴
木
光
雄
農

業
委
員
会
長
並
び
に
津
瀧
一
実
商
工

会
副
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
年
頭
の
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
政
務
ご
多
忙
の
中
ご
臨
席

い
た
だ
き
ま
し
た
菅
家
一
郎
衆
議
院

議
員
、
小
林
昭
一
福
島
県
議
会
議
員

か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
湯
川
村
謡
曲
愛
好
会
の

皆
さ
ま
に
よ
る
『
高た

か

砂さ
ご

』
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
年
か
ら
新
た
に
鏡
開

き
が
催
さ
れ
、
祝
宴
に
移
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ま
は
、
賀
詞
を
交

わ
し
な
が
ら
湯
川
村
の
今
年
の
飛
躍

を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
米
丸
集
落
の
鈴
木
ミ
ト
リ

先
生
の
書
画
で
、「
春
風
が
吹
き
始

め
て
、
幸
福
や
長
寿
が
そ
こ
に
生
じ

た
」
と
い
う
大
意
の
「
春
風
生
福
寿
」

（
し
ゅ
ん
ぷ
う
ふ
く
じ
ゅ
を
し
ょ
う

ず
）
と
、「
観
桜
の
席
で
、
酒
盃
に

ま
で
花
の
香
り
が
入
っ
た
」
と
い
う

大
意
の「
花
香
入
酒
盃
」（
か
こ
う
し

ゅ
は
い
に
い
る
）
の
二
幅
も
展
示
さ

れ
、
会
場
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

平
成
29
年

湯
川
村
新
春
の
つ
ど
い三澤村長　年頭のあいさつコーラスひまわり　村民歌・応援歌の合唱

鏡開き 歓談の様子 謡曲愛好会　謡曲「高砂」の披露

　

佐
藤　

愛
香
・
宮
野　

琴
乃

　

山
口　
　

渚
・
目
黒　
　

陽

　

山
田　

凪
紗
・
佐
藤　

愛
理

　

鈴
木　

理
孔
・
角
田　

岬
大

　

羽
染　

虹
花

②
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左より猪俣所長、三澤村長、
　　　栗原代表理事　　　

　１月１１日（水）、勝常寺において湯川村交通対
策協議会関係者が集まり、無事故を願い交通安全
祈願祭を執り行いました。
　今年もより一層、高齢者の交通事故防止に努め
ると共に、飲酒運転の根絶、全ての座席のシート
ベルト着用の徹底などを重点に置いた交通安全運
動を展開していきます。
　交通事故のない「安全・安心な湯川村」にする
ため、村民が一丸となって取り組んでいくことを
出席者全員で誓い合いました。

　新春恒例の消防出初式を１月８日（日）午前１０
時から湯川村公民館において行いました。
式に先立ち、村長、消防団長、団員、来賓各位約
２００名で本村の今年一年間の無火災祈願を行い、
引き続き行った出初式では、佐藤誠団長が式辞を
述べ、出席者一同が防火に対する決意を新たにし
ました。
　昨年は、残念ながら三件の火災が発生してしま
いましたが、今年は無火災で過ごすことができる
よう、村民の皆様一人ひとりの心がけをお願いい
たします。

交通安全祈願祭 平成29年消防出初式

　

こ
の
た
び
、
村
及
び
湯
川
村
建
設

関
連
業
種
協
同
組
合
、
会
津
若
松
建

設
事
務
所
の
三
者
で
、「
災
害
時
の
応

急
対
策
業
務
に
関
す
る
協
定
」
を
役

場
会
議
室
で
締
結
し
ま
し
た
。

　

三
澤
豊
隆
村
長
、
栗
原
新
一
湯
川

村
建
設
関
連
業
種
協
同
組
合
代
表
理

事
、
猪
俣
慶
蔵
会
津
若
松
建
設
事
務

所
長
が
出
席
し
、
協
定
書
に
署
名
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、地
震
や
台
風
、大
雨

な
ど
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
県

や
村
の
公
共
施
設
が
被
災
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
に
、
村
建
設
関
連
業
種

協
同
組
合
が
依
頼
を
受
け
て
応
援
業

務
に
当
た
る
も
の
で
す
。
施
設
の
被

災
状
況
調
査
や
安
全
確
保
の
た
め
の

バ
リ
ケ
ー
ド
設
置
、
倒
木
な
ど
障
害

物
の
除
去
な
ど
を
無
償
で
行
い
ま
す
。

　

村
建
設
関
連
業
種
協
同
組
合
の
構

成
員
の
皆
さ
ん
、
大
規
模
災
害
発
生

の
際
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 災

害
時
の
協
定
を

　
締
結
し
ま
し
た

湯
川
Ｆ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

郡
山
カ
ッ
プ
会
津
予
選

３
位
で
県
大
会
出
場

　

郡
山
カ
ッ
プ
第
11
回
フ
ッ
ト
サ
ル

選
手
権
大
会
会
津
地
区
予
選
が
昨
年

12
月
に
行
わ
れ
、
湯
川
Ｆ
Ｃ
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
県
大
会
出
場
を
決
め
ま

し
た
。
予
選
を
１
位
で
通
過
し
た
湯

川
Ｆ
Ｃ
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
も
勢

い
そ
の
ま
ま
に
勝
ち
抜
き
、
３
位
に

輝
き
県
大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

同
大
会
に
お
い
て
は
昨
年
か
ら
２
年

連
続
の
県
大
会
出
場
と
な
り
、
今
年

度
に
お
い
て
は
春
の
バ
ー
モ
ン
ト
カ

ッ
プ
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
に
続
き
２
度

目
の
県
大
会
出
場
と
な
り
ま
す
。
２

月
に
開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
お
い
て

も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
、
す
ば
ら
し
い
活
躍
を
見
せ
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

無火災を祈願する佐藤団長と消防団員一同無事故を祈願する村長と関係者一同

③
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「村長との
対話の日」

平成29年

2月10日（金）
時間：午前9時〜正午まで
場所：村長室

今
月
の
納
税

今
月
の
保
険
料

２
月
28
日（
火
）ま
で

２
月
28
日（
火
）ま
で

固
定
資
産
税　

第
４
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

普
通
徴
収　
　

第
７
期
分

納
税
は
『
納
期
限
ま
で
に
』

　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。

納
付
は
『
納
期
限
ま
で
に
』

　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。

※
口
座
振
替
に
よ
る
振
替
日
も
２
月

28
日（
火
）に
な
り
ま
す
。

○
保
険
料
は
制
度
運
営
の
た
め
の
貴

重
な
財
源
と
な
り
ま
す
。
納
期
限

内
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
今
年
度
の
保
険
料
額
や
納
付
方
法

は
、
８
月
に
お
送
り
し
ま
し
た

「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
で
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

　

年
度
の
途
中
で
新
た
に
被
保
険
者

と
な
っ
た
方
は
、
資
格
取
得
月
の
翌

月
に
通
知
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先
・
納
付
相
談

　

住
民
税
務
課
住
民
福
祉
係

	

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
１
０

○
納
期
の
過
ぎ
て
い
る
税
金
を
ま
だ

納
め
て
い
な
い
と
き
に
は
、『
計
画

を
立
て
て
、
早
め
に
納
め
る
』
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
口
座
振
替
に
よ
る
振
替
日
も
２
月

28
日（
火
）に
な
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先
・
納
付
相
談

　

住
民
税
務
課
税
務
係

	

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
２
０

○
期　
　
間　
２
月
７
日（
火
）～
３
月
15
日（
水
）

　

受
付
時
間　

午
前
８
時
半
～
11
時
半
、　

午
後
１
時
～
４
時
半

（
開
始
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

○
申
告
会
場　
湯
川
村
役
場　

１
階
「
村
民
ホ
ー
ル
」

　

12
月
下
旬
に
配
布
し
ま
し
た
「
平
成
28
年
分
申
告
相
談
日
程
表
」（
さ
く
ら

色
）
の
割
当
日
で
の
相
談
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
ど
う
し
て
も
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
別
の
日
で
も
い
い
で
す
が
、

当
日
の
申
告
受
付
名
簿
記
入
順
に
相
談
を
行
い
ま
す
。

（
電
話
に
よ
る
受
付
及
び
変
更
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願

い
ま
す
。）

＊
申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
可
能
な
限
り
ご
自
宅
で
の
収
支

内
訳
書
等
作
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
不
明
な
点
は
事
前
に
確
認
す
る
な

ど
し
て
資
料
を
整
理
し
て
か
ら
相
談
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
の
所
得
申
告
は
、
単
に
所
得
証
明
書
等
の
発
行
の
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
国
民
年
金
や
扶
養
認
定
に
係
る
証
明
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
基

礎
資
料
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。

＊
な
お
、
申
告
内
容
・
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
12
月
下
旬
に
配
布
し
ま

し
た
「
平
成
28
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
並
び
に
平
成
29
年
度
分
住
民
税

申
告
に
つ
い
て
」「
申
告
に
持
参
す
る
も
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先　
住
民
税
務
課
税
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
２
０

多
重
債
務
・
貸
金
業

に
関
す
る
相
談
窓
口

「
出
前
講
座
」の
ご
案
内

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
次

の
よ
う
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

・
返
済
し
き
れ
な
い
借
金
に
関
す
る

こ
と

・
貸
金
業
者
や
、
い
わ
ゆ
る
「
ヤ
ミ

金
融
」
に
関
す
る
こ
と

・
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
預
貯
金

口
座
に
関
す
る
こ
と

○
相
談
窓
口

　

福
島
市
松
木
町
13
︲
２

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所 

理
財
課

○
受
付
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日

	

（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

　

8
時
30
分
～
12
時
、

　

13
時
～
16
時
30
分（
原
則
と
し
て
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
２
４
︲
５
３
３
︲
０
０
６
４

	

（
多
重
債
務
相
談
窓
口
専
用
）

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、

小
学
生
か
ら
高
齢
者
の
皆
様
に
向

け
、
金
融
や
国
の
財
政
な
ど
を
テ
ー

マ
に
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
演
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所 

総
務
課

　

☎
０
２
４
︲
５
３
５
︲
０
３
０
１

○
開
設
期
間　
２
月
13
日（
月
）～
３
月
15
日（
水
）

　
　
　
　
　

（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。）

○
開
設
時
間　
午
前
９
時
半
～
午
後
４
時

○
開
設
場
所　
会
津
ア
ピ
オ　

ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス

　
　
　
　
　

（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
番
地
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
先　
会
津
若
松
税
務
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
４
２
︲
２
７
︲
４
３
１
１

「
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
」（
会
津
若
松
税
務
署
）
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
確
定
申
告
作
成
会
場
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

所
得
税
・
住
民
税
申
告
相
談
会
が　

　

２
月
７
日︵
火
︶か
ら
始
ま
り
ま
す
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　今年度も湯川村では、農家支援を目的としたふるさと応援寄附金事業を実施し、全国すべての都道府県8104名
の方々から3億2千8百万円の寄附をいただきました。
　この寄附金は、農家の経営安定を図るため10aあたり2,000円を交付する財源や、農業振興基金として積み立て
させていただいたとともに、今年度新たな取組として、非農家の方々 1,999名にお米券（5k分）をお配りし、ま
た、稲わらの腐食促進剤を施用した農家の方へ購入費の半額、総額243万円を補助しました。
　さらに、この事業により、湯川産米のPR、及び原発事故の風評被害を払しょくする効果にも期待しています。
　湯川村へ寄附をいただいた全国の皆様から、温かいメッセージが寄せられましたので、その一部を紹介します。

平成28年10月21日
ふるさと納税第一便出発式の様子

左から喜多方郵便局長、会津湯川の里片桐会長、三澤村長、
　　　小野議長、JA会津よつば湯川支店中島支店長　　　

農家支援を目的としたふるさと応援寄附金事業で、　
全国大勢の皆さまからメッセージをいただきました。
ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　

初めて寄付させていただきます。村
のホームページを拝見して、これほ
ど小さな村に申し込みが殺到してい
るのかとびっくりしました。おいし
いお米楽しみにしております。お米
のパッケージにのっているキャラク
ター（ゆがわまいちゃん）がかわい
いですね。
　　　　　　　東京都　40代　男性

昨年初めてお米をいただき、あまり
のおいしさにびっくりしました。今
年も湯川村のおいしい米作りに微力
でもお役に立てれば幸いです。
　　　　　　　愛知県　40代　男性

昨年もお米を送っていただきました。
とても美味しくいただいてます。い
つか田んぼを見に、訪れてみたいと
思っています。
　　　　　　　千葉県　40代　男性

昨年も応募しました。おいしいお米
を毎日食べています。昨年の稲刈り
前の田んぼの様子も見に行きました。
会津盆地のよい環境、おいしいお米
作りに期待しています。
　　　　　　　福島県　50代　女性

毎年おいしいお米をいただいており
ます。子どもたちに安全な美味しい
ごはんを食べさせるために、少しで
も応援できたらと思っています。

　　　　　　　東京都　50代　女性

昨年の冬に湯川村に行きました。水
も空気もおいしい場所でした。ぜひ、
会津のおいしいお米が食べたいです。
　　　　　　神奈川県　40代　女性

昨年も頂き、大変フ
ァンになりました。
今年も楽しみです！

　　　　　神奈川県
　　　　30代　女性

お米大変美味しくい
ただきました。美味
しく育てていただい
た生産者の方に感謝
です。　　神奈川県
　　　　30代　女性

　おいしいお米に心
から感謝申し上げま
す。引き続き寄付さ
せていただきます。
これからも、どこに
も負けないおいしい
お米を作り続けてく
ださい。米離れが叫
ばれていますが、日
本人の主食はやっぱ
りお米です。
福島県　50代　男性

おいしいお米をいっ
ぱい作って、地域を
盛り上げていって下
さい。福島県には震
災直後に行ったこと
がありますが、湯川
村は行ったことはな
いです。いつか機会
があれば、どんなと
ころが見てみたいと
思っています。
福岡県　50代　女性

母が会津若松生まれで８年前に亡く
なりましたがお隣さんの湯川村の少
しでもお役になれるならと今年で３
年目になります。うまい米をよろし
くお願いします。
　　　　　　　東京都　50代　男性

湯川産のお米、おいしいです。炊き
たてもおいしいですが、弁当などで
冷めた時、他のコメと圧倒的に違い
ます。風評被害に負けず（いまでも
在るかどうかわかりませんが…）頑
張ってください。  一度、訪れてみ
たいです。　　大阪府　40代　男性

昨年も寄附をさせていただき、大変
美味しいお米を頂きました。初めて
のふるさと納税だったので果たして
どうなのかなと思っていたのですが、
想像以上の返礼品の良さに痺れまし
たね。今年もふるさと納税は湯川村
へと決めていましたので、また寄附
することが出来て嬉しい限りです。 
微力ながら、私の寄付金が何かのお
役に立ってもらえればと思います。
これからも頑張ってください。

　　　　　　　東京都　30代　男性

昨年もふるさと納税で美味しいお米
を頂き、故郷の無い自分に「ふるさ
と」が出来たような気分を有り難う
ございました。今年も些少ながら送
金させて頂きます。

　　　　　東京都　男性（年齢不詳）

双葉町で育ちました。地域は違いま
すが同県民として、悲しい出来事に
より福島産のお米が食べられなくな
ることがないように、願っています。

　　　　　　神奈川県　40代　男性
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来
た
る
２
月
24
日（
金
）、
湯
川
村

の
宝
で
あ
る
勝
常
寺
に
関
す
る
歴
史

や
価
値
を
、
村
民
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
共
通
認
識
し
、
勝
常
寺
の
解
明

及
び
整
備
・
保
存
・
活
用
に
つ
い
て

総
合
的
に
検
討
す
る
た
め
の
学
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

第
６
回
目
は
、
集
落
と
と
も
に
勝

常
寺
の
仏
像
や
文
化
遺
産
を
守
っ
て

き
た
歴
代
住
職
に
つ
い
て
ど
ん
な
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
の
か
、
別
な
視

点
か
ら
勝
常
寺
の
歴
史
を
紐
解
い
て

い
き
ま
す
。〝
ゆ
う
活
〟
と
し
て
み

ん
な
で
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

【
開
催
内
容
】

○
日
時

　

２
月
24
日（
金
）

　

午
後
６
時
30
分
よ
り

○
会
場

　
ユ
ー
ス
ピ
ア
ゆ
が
わ
多
目
的
ホ
ー
ル

○
演
題　

『
勝
常
寺
の
歴
代
住
職
に
つ
い
て

　
～
地
域
と
と
と
も
に
歩
ん
だ
軌
跡
～
』

　

勝
常
寺
副
住
職 

宇
佐
美 

大
祐
氏

◎
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

湯
川
村
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
係

	

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
４
１
０
７

　

健
康
づ
く
り
、
体
力
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
温
水
プ
ー
ル
お
よ
び
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
な
ど
の
指
定
施
設

利
用
者
へ
行
っ
て
き
た
健
康
づ
く
り

施
設
助
成
事
業
は
２
月
い
っ
ぱ
い
ま

で
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
ご
利
用
予
定
の
方
は
申
請
の
手
続

き
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
利

用
済
み
の
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は

支
払
い
の
手
続
き
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
湯
川
村
公
民
館
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

（
※
）指
定
施
設

◦
会
津
若
松
市

	
	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ー
ル

◦
会
津
若
松
市
河
東
総
合
体
育
館

	
	

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

◦
猪
苗
代
町
総
合
体
育
館
内

	
	

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

◎
お
問
い
合
わ
せ
先　

	

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
４
１
０
７

　

今
年
も
村
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
更
正
保
護

法
人
「
至
導
会
」
並
び
に
薬
物
乱
用

更
正
施
設「
磐
梯
ダ
ル
ク
リ
カ
バ
リ
ー

ハ
ウ
ス
」
へ
、
現
金
及
び
物
資
等
を

お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

至
導
会
理
事
長
並
び
に
磐
梯
ダ
ル

ク
の
責
任
者
よ
り
「
在
会
者
の
自
立

更
正
支
援
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

と
の
お
礼
の
手
紙
と
感
謝
の
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
致
し
ま

す
。

　

私
た
ち
更
正
保
護
女
性
の
会
は
こ

れ
か
ら
も
、「
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
作
る
た
め
」
に
行
動

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
皆
様
か
ら
の
善
意
は
次
の

通
り
で
す
。

○
現
金

　

１
２
３
，
５
６
４
円

○
物
資

　

タ
オ
ル
・
軍
手
・
衣
類
・

　

座
布
団
・
お
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
等

○
湯
川
村
更
正
保
護
女
性
の
会
で

は
、
会
員
を
随
時
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

◎
連
絡
先　

	

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
３
１
２
６

	

（
鈴
木
会
長
宅
）

　

３
月
５
日（
日
）14
時
か
ら
会
津
大

学
講
堂
に
て
「
ロ
コ
モ
か
ら
教
わ
っ

た
大
切
な
こ
と
」
市
民
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
あ
な
た
の
身
近
な
医

師
が
講
演
し
、
身
近
な
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
無
料
ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

ま
す
。
学
童
期
運
動
器
検
診
が
ス
タ

ー
ト
し
、
子
ど
も
も
ロ
コ
モ
要
注
意

の
時
代
で
す
。
簡
単
な
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
法
・
対
処
法
を
紹
介
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
お
越
し

く
だ
さ
い
。

○
入
場
料
無
料

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
立
医
科
大
学

	

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
２
４
２
︲
７
５
︲
２
１
０
０

第
６
回
勝
常
寺
の
歴

史
的
価
値
を
学
ぶ
た

め
の
学
習
会
の
開
催

健
康
づ
く
り
施
設

助
成
事
業
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ　
　

湯
川
村
更
正
保
護

女
性
の
会
「
ひ
と
に

ぎ
り
運
動
」
の
御
礼

市
民
公
開
講
座
の

お
知
ら
せ　
　
　

先生と一緒に音楽に合わせて水中体操をしている様子

シ
ニ
ア
ア
ク
ア

ビ
ク
ス
教
室　

　

12
月
９
日（
金
）よ
り
４
回
に
わ
た

っ
て
会
津
若
松
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

プ
ー
ル
で
シ
ニ
ア
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教

室
を
行
い
ま
し
た
。
の
べ
39
人
の
方

が
参
加
し
、
水
中
歩
行
、
道
具
を
使

っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
、
音
楽
に
合
わ
せ

た
水
中
体
操
を
体
験
し
ま
し
た
。
明

る
く
熱
心
な
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

指
導
の
も
と
参
加
者
は
元
気
い
っ
ぱ

い
に
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で

し
た
。
来
年
も
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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東
北
電
気
保
安
協
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

テクノアカデミー会津
からのご案内

自動車の登録・検査
の手続きはお早めに
　自動車の登録・検査手続きは、毎
年３月に集中し、窓口や車検場が大
変混雑します。
　名義変更や住所変更、廃車、車検
などの手続きは２月中に行うなど、
できるだけ早めに済ませていただく
ようお願いいたします。

◎お問い合わせ先
　東北運輸局福島運輸支局
　福島市吉倉字吉田54
　登録・検査関係
　☎０５０−５５４０−２０１５

○コース名　新入社員基礎研修（平成２９年度採用者向け）
○定　　員　１０名
○日　　時　３月２７日（月）、２８日（火）
　　　　　　9：00～16：00（12時間）
○受 講 料　３，１００円
○締　　切　３月１０日（金）
○場　　所　テクノアカデミー会津
○申込方法
「受講申込書」に記入し、下記住所へメール、郵送、持参、
もしくはＦＡＸで送信してください。（「受講申込書」は、
本校ホームページ http://www.tc-aizu.ac.jp/ の経営企画
部門からダウンロードしたものをお使いください）
◎お問い合わせ先
　〒９６９－３５２７　喜多方市塩川町御殿場４－１６
　福島県立テクノアカデミー会津
　　☎　　０２４１－２７－３２２１
　ＦＡＸ　０２４１－２７－３３１２
　メール　aizu-ta@pref.fukushima.lg.jp

福島県最低賃金福島県最低賃金726円時間額
平成28年10月1日発効 ※パートやアルバイトにも適用されます。

厚生労働省
福島労働局

産業別最低賃金　下記の業種で働く方に適用されます。（金額は時間額）

計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械器具・理化学機械器具、
時計・同部品、眼鏡製造業最低賃金

自動車小売業最低賃金
〈二輪自動車小売業（原動機付き自転車を含む）を除く。〉

非鉄金属製造業最低賃金

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造
業最低賃金（医療用計測機器製造業（心電計製造業を除く）を除く。）

輸送用機械器具製造業最低賃金 平成28年12月10日発効　818円
平成28年12月11日発効　815円
平成28年12月14日発効　816円
平成28年12月18日発効　782円
平成28年12月25日発効　831円

上記の業種であっても、下に掲げる者については、福島県最低賃金（726円）が適用されます。
❶18歳未満又は65歳以上の者　❷雇入れ後３月未満の者であって、技能習得中の者
❸清掃、片付けその他これらに準ずる軽易な業務に主として従事する者
❹①〜③のほか「電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業」
にあっては、小型電動工具若しくは手工具を用いて行う穴あけ、かしめ、巻線、組線、手付
け又は小物部品の包装若しくは箱入れの業務に主として従事する者

最低賃金に関するお問い合わせは
福島労働局賃金室　☎024-536-4604
又は最寄りの労働基準監督署へ

今
月
は

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」で
す
。

　

国
で
は
、
毎
年
２
月
を
「
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
月
間
」
と
定
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
意
識
啓
発
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　

限
り
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
大
切

に
す
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
を
防

止
す
る
た
め
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
使
う
よ
う
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
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◎お問い合わせ先：社会教育指導員　柏木まで　☎０２４１－２７－８８８０
質問があれば、ぜひ湯川英会話にメールしてください！来月の広報も楽しみにしていてください。

kyouiku@vill.yugawa.fukushima.jp

Tyler’s English Class タイラー先生の英会話 第４弾

　今回は２月１４日のバレンタインデーについてお話したいと思います。
　アメリカのバレンタインデーは大人になると「相手に告白する日」「愛を伝える日」などお互いに祝う
日とされていて、男性、女性ともに贈り物をします。手紙、チョコレート、赤いバラやジュエリーなどを
贈り、レストランを予約し食事をしたり映画を見に行ったりと二人だけの時間を大切にします。
　学校などでは生徒、先生が花やチョコレート、プレゼントなどを交換します。学校で購入したプレゼン
トについては寄付金として活用されるようです。
　日本のように２月１４日に女性から男性に贈り物をし、３月１４日のホワイトデーに男性から女性への
贈り物をする習慣はアメリカにはありません。また、「義理チョコ」などはありません。仕事場などでは
個人的にではなく日頃の感謝を込めて行っています。

《バレンタインデーの表現》
「Happy Valentine Day」の意味は普通のバレンタインデーの挨拶です。
「Will you be my Valentine?」の意味は「私のバレンタインになってくれますか？」
です。この文章を言ったら、「好きだよ」という意味なのです。

地区介護予防教室の紹介

「なかよし会」

～風船相撲をしている様子です～

　平成28年６月より毎週水曜日に、特別養護老人ホームいちょうの木の交流スペースにて開催
しています。
　参加者同士で声を掛け合いながら、イスに座り転ばぬ先の体つくり体操を行っています。レク
リエーションでは、ミニゲームや脳トレとして時間をはかって計算問題を解いたりと様々なこと
をしています。いつも笑いが絶えず、とても和やかな雰囲気で行っており、笑い声を聞いたいち
ょうの木の利用者が混ざり見学していく時もあります。「楽しかった」「今日もたくさん笑った」
など、参加者の皆さんのステキな笑顔がみられます。
今後も、教室の名前のように、なかよく皆さんで楽しい時間を過ごしていただきたいと思います。
　佐野集落だけでなく、他集落の方もお気軽にご参加ください。なお、参加希望の方は保健セン
ターまでご連絡ください。

	 ◎お問い合わせ先　湯川村保健センター　☎０２４１−２７−３１１０　

（佐野集落）
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新
し
い
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七
曜
又
始
ま
る	

鈴
木　
　

翠

ヒ
ラ
カ
ン
サ
老
い
た
れ
ど
友
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サ
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今
年
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感
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枯
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気
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小
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幸
夫

お
と
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と
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式
の
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し
ず
か
に
晴
れ
て
す
す
き
穂
ゆ
れ
る	

菅
沼　

禎
子

白
菜
の
畑
に
立
ち
て
白
菜
の

　
　
　
　

出
来
語
り
合
ふ
隣
の
友
と	

鈴
木　

悦
子

沃
野
湯
川
会

会津坂下警察署からのお知らせ

湯川村内街頭犯罪等発生状況（平成28年中）

区　分
街　　頭　　犯　　罪 街

頭
犯
罪
合
計

そ
の
他
刑
法
犯
等

全
刑
法
犯

強

盗

空
き
巣

忍
込
み

事
務
所
荒
し

出
店
荒
し

自
動
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

自
販
機
ね
ら
い

車
上
ね
ら
い

ひ
っ
た
く
り

部
品
ね
ら
い

強
制
わ
い
せ
つ

管　内 5 5 2 1 15 10 38 80 118
湯川村 1 1 2 4 6
※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、詐欺、器物損壊などの
犯罪発生件数が含まれます。

※上記発生件数は、平成28年 1 月 1 日からの累計数となっています。

なりすまし詐欺被害防止
被害件数　101件（前年比−62件）
被害総額　3億831万円
	 （前年比−1億4,970万円）

内訳　オレオレ詐欺　35件
　　　　　　　　　　1億1,136万円
　　　架空請求詐欺　28件
　　　　　　　　　　1億4,239万円
　　　還付金詐欺　　28件
　　　　　　　　　　　 2,265万円

○被害者全体の約7割が65歳
以上

○還付金詐欺の被害が増加
　前年比　＋18件　＋717万円
○1,000万円以上の高額被害
が多い手口は、

架空請求詐欺〜社債購入等の
名義貸し、トラブル解決名目
オレオレ詐欺〜警察官を騙る
もの

カクニンジャー福くん

福くん ワンポイントアドバイス

平成28年中の被害状況（県内） 平成28年中の特徴

　冬期間は積雪のため、消火栓や防火水槽の位置が分かりにくくなり
ます。火災が発生すると、現場近くの消火栓や防火水槽を消防車が使
用しますが、雪で埋もれていると消火栓や防火水槽を掘り出す事から
始めなければならず、消火活動に支障を来たします。
　もしもの時のために、家の近くや地区内にある消防水利の除雪につ
いて、ご協力をお願い致します。

消防署からのお知らせ

消防水利の除雪にご協力を!

消火栓や防火水槽は、火災が発生した時に使用
する重要な施設です。

◦道路除雪等の雪で消火栓が埋もれたら除雪しましょう。
◦除雪の際は車に気を付けましょう。
◦「消火栓」「防火水槽」の赤い標識がある場所へは雪を捨てないよ
うにしましょう。

◦消火栓付近への駐車はしないようにしましょう。

会津若松消防署十文字出張所
電　話　0242－75－2151
ＦＡＸ　0242－75－2196

消火栓の除雪にご協力を

○両親や祖父母となりすまし詐欺について話をする機会を
作って、合い言葉（ペットの名前など）を決めましょう。
○公的機関から電話で「還付金がある」「手続きのためATM
に向かってください」は、全て詐欺です。
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２
月
の
行
事
予
定

１
日（
水
）交
通
事
故
ゼ
ロ

	

歩
行
者
優
先
の
日

３
日（
金
）節
分

４
日（
土
）立
春　

11
日（
土
）建
国
記
念
の
日

（
上
段
は
人
身
事
故
・
下
段
は
物
損
事
故
）

村内の交通事故
件数

12平成27年
（ 1月〜12月）

平成28年
12月

平成28年
累　　計

2

13

78

交通死亡事故ゼロ日数
（平成28年12月31日現在） 349日

3

66

死亡

0

0

1

傷者

19

3

18

　

家
庭
の
話
し
合
い
、
一
緒
の

食
事
の
励
行
、
親
子
ふ
れ
あ
い

運
動
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

毎月
「
第
３
日
曜
日
」
は

「
家
庭
の
日
」
で
す

あ
い
さ
つ
運
動

あ 

明
る
く　

い 

い
つ
で
も

さ 

先
に　
　

つ 

続
け
て

湯
川
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議

一
声
運
動
を
普
及
し
ま
し
ょ
う
。

戸籍の窓口

人の動き（１月１日現在）

総人口（前月比）
総人口 3,351人（△　2）
男 1,617人（　　2）
女 1,734人（△　4）

世帯数 1,010世帯（△　3）

※この欄に掲載を希望しない方は、住民税務課
住民福祉係へ申し出てください。

（12月受付）
お誕生おめでとうございます

（地　区） （両　親） （子）

中 ノ 目 高畑　　勉
　　　純子 慶

けい

斗
と

謹んでお悔やみ申し上げます
（地　区） （本　人） （年齢）
笈　　川 浅沼ヒラヱ ８２歳
中 ノ 目 髙橋　久子 ９１歳
佐野（浜崎） 東条　ヒデ ９０歳
勝　　常 兼子ノブイ ８９歳
笠 ノ 目 鈴木　ナヲ ８９歳
熊　　川 村沢チイコ ９３歳

『乳児健康相談　　　　　

（9～10か月児）より』

いい顔!!み〜つけた
だんごさし

湯川村保育所

佐原　健
けん

吾
ご

くん
（堂畑）

齋藤　蒼
そう

心
し

くん
（勝常）

高橋　実
み

咲
さき

ちゃん
（勝常）

◦村の花…
　　アジサイ

◦村の木…
　　イチョウ

◦村の鳥…
　　カッコウ
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